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一

　
　
　

一
、
手
紙
に
つ
い
て

　

意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
手
紙
の
呼
称
は
比
較
的
新
し

い
も
の
で
、
江
戸
に
入
っ
て
み
ら
れ
る
呼
び
名
で
あ
る
。
古
く
は
・
尺
牘
・
消
息
・
書

状
・
書
簡
と
呼
ば
れ
、
他
に
は
単
に
便
り
と
も
い
う
。

　

「
手
」
と
は
元
来
、
筆
跡
・
手
跡
を
指
す
。
手
書
き
の
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』

（
郊
祀
志
）
に
「
天
子
識
其
手
…
…
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
注
に
「
手
謂
所
書
手
跡
」
と

の
記
述
例
が
あ
る
。

　

平
安
時
代
で
は
「
手
書
き
の
上
手
」
（
『
源
氏
物
語
』
梅
枝
）
、
「
御
手
お
め
で
た

く
か
ヽ
せ
給
」
（
『
栄
花
物
語
』
殿
上
の
花
見
）
等
の
用
例
が
あ
る
。
名
跡
・
小
野
道

風
「
屏
風
土
代
」
の
末
部
に
は
「
道
風
手
」
と
あ
り
、
手
は
書
と
同
義
で
用
い
ら
れ
て

い
た
。

　

「
紙
」
は
文
字
の
成
り
立
ち
が
示
す
よ
う
に
、
繊
維
質
の
も
の
を
叩
き
薄
く
の
ば
し

た
も
の
。
東
洋
文
化
圏
で
は
凡
そ
西
暦
百
年
頃
、
後
漢
の
蔡
倫
に
よ
っ
て
紙
が
作
ら
れ

た
と
い
う
。
当
時
の
遺
例
も
出
土
し
て
い
る
が
、
紙
の
普
及
は
さ
ら
に
下
っ
て
三
国
時

代
と
推
定
さ
れ
、
漢
代
に
は
依
然
と
し
て
竹
・
木
を
薄
く
細
く
加
工
し
た
細
長
い
形
状

へ
の
墨
書
を
主
と
し
て
い
た
。

　

例
え
ば
「
尺
牘
」
の
呼
称
の
由
来
は
、
長
さ
一
尺
の
木
札
の
意
味
、
「
片
」
は
薄
く

小
さ
な
も
の
の
意
。
古
く
は
漢
文
体
の
文
面
の
も
の
を
指
し
て
い
た
。

　

一
方
、
紙
に
書
い
た
古
い
手
紙
類
で
は
三
国
期
の
書
、
李
柏
尺
牘
等
が
挙
が
る
。
当

時
の
肉
筆
実
態
の
典
例
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。
楼
蘭
出
土
、
三
二
〇
年
代
と
推
定
、
ま

さ
し
く
書
聖
・
王
羲
之
時
代
と
近
い
。
文
中
「
消
息
」
の
用
語
、
文
末
に
「
李
柏
頓
首

頓
首
」
と
結
語
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
羲
之
書
「
喪
乱
帖
」
で
は
頭
語
と
し
て
「
羲

之
頓
首
」
と
記
す
。
「
頓
首
」
と
は
頭
を
地
面
に
付
け
て
ひ
れ
伏
す
、
丁
寧
さ
、
謙
譲

の
意
を
強
く
表
す
用
語
で
あ
る
。
時
代
の
推
移
に
つ
れ
、
手
紙
の
書
式
は
変
遷
を
遂
げ

る
も
の
の
、
往
古
の
慣
習
の
一
部
は
日
本
に
輸
入
さ
れ
定
着
、
今
も
手
紙
を
綴
る
上
で

鍵
を
握
る
。

　

ま
た
「
書
簡
」
の
「
簡
」
と
は
竹
製
の
細
長
い
札
の
こ
と
。
「
書
」
は
先
の
「
手
」

と
同
じ
意
味
で
、
手
書
き
の
こ
と
。

　

な
お
、
竹
木
簡
は
左
行
に
枚
数
を
重
ね
て
長
文
に
対
応
し
、
書
き
終
わ
る
と
文
面

を
隠
し
巻
い
て
紐
で
結
ん
だ
。
こ
れ
を
「
巻
」
と
数
え
る
。
現
今
、
書
籍
の
数
詞
に

「
巻
」
字
を
当
て
る
の
は
、
こ
の
名
残
で
あ
る
。
「
冊
」
字
も
似
か
よ
っ
て
い
て
、
竹

木
簡
を
並
べ
て
結
ん
だ
形
状
を
正
面
か
ら
捉
え
文
字
化
し
た
も
の
。
因
み
に
便
箋
に
は

行
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
罫
線
が
施
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
来
、
並
ん
だ
木
簡
の
形

状
を
平
面
紙
に
見
立
て
た
発
想
か
ら
誕
生
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
古
代
の
書
式
が
現

在
の
手
紙
文
化
に
息
づ
い
て
い
る
。

　
　
　

二
、
日
中
の
書
例

　

次
い
で
日
中
の
著
名
な
書
人
の
中
か
ら
何
人
か
の
手
紙
に
関
す
る
記
述
を
行
う
。

絵
手
紙
に
触
れ
た
言
語
表
現
の
考
察

岡 
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二

　
　
　
　

（
１
）
王
羲
之

　

王
羲
之
（
三
〇
三
―
三
六
一
）
は
、
東
晋
の
書
家
で
字
は
逸
少
。
現
在
の
山
東
省
臨

沂
市
に
あ
た
る
琅
邪
郡
臨
沂
県
の
人
。
書
道
史
上
最
高
の
書
家
と
言
わ
れ
、
書
聖
と
称

さ
れ
る
。
そ
の
書
は
名
品
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
今
日
に
伝
わ
る
も
の
は
全
て
模
本
で
あ

り
、
真
筆
は
な
い
。

　

王
羲
之
の
書
と
伝
わ
る
も
の
の
多
く
は
尺
牘
、
す
な
わ
ち
手
紙
の
類
で
あ
る
。
こ
の

尺
牘
の
多
く
は
知
人
や
親
戚
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
代
表
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が

《
喪
乱
帖
》
で
あ
る
。
《
喪
乱
帖
》
は
《
喪
乱
帖
》
、
《
二
謝
帖
》
そ
し
て
《
得
示

帖
》
の
三
つ
の
総
称
で
あ
り
、
文
頭
に
は
「
羲
之
頓
首
」
と
手
紙
に
用
い
ら
れ
る
用
語

が
看
取
さ
れ
る
。
内
容
は
祖
先
の
墓
を
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
悲
し
み
が
書
か
れ
る
。

　
　
　
　

（
２
）
呉
昌
碩

　

呉
昌
碩
（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）
は
、
明
末
か
ら
中
華
民
国
に
か
け
て
活
躍
し
た

書
家
で
あ
り
画
家
、
篆
刻
家
で
あ
る
。
詩
、
書
、
画
、
篆
刻
に
秀
で
て
お
り
、
中
国
最

後
の
文
人
と
称
さ
れ
る
。

　

そ
の
尺
牘
の
多
く
は
、
中
国
で
手
紙
を
書
く
際
に
多
く
用
い
ら
れ
る
信
箋
に
書
か
れ

た
の
も
で
、
書
体
は
草
行
書
に
て
書
か
れ
る
。
先
述
の
王
羲
之
の
尺
牘
に
比
べ
、
文
字

群
の
粗
密
感
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
書
か
れ
た
年
代
が
六
十
歳
前
後
の

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

�

（
太
田　

将
浩
）

　
　
　
　

（
３
）
日
本
の
名
筆

　

日
本
の
名
筆
と
し
て
有
名
な
も
の
は
、
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
が
書
い
た
《
風

信
帖
》
や
、
藤
原
佐
理
（
九
四
四
～
一
〇
九
八
）
が
書
い
た
《
離
洛
帖
》
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
二
人
は
平
安
時
代
を
代
表
す
る
能
書
家
で
あ
る
。

　

《
風
信
帖
》
は
、
空
海
が
最
澄
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
三
通
を
一
巻
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
書
き
出
し
に
「
風
信
雲
書
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
が
つ
け
ら
れ

た
。
内
容
は
、
空
海
と
最
澄
が
と
も
に
唐
か
ら
帰
国
し
た
後
も
、
真
言
宗
・
天
台
宗
の

開
祖
と
し
て
親
交
を
結
ん
で
い
た
証
と
な
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
行
書
と
草
書
を

用
い
、
ゆ
っ
た
り
と
書
か
れ
た
《
風
信
帖
》
か
ら
は
、
王
羲
之
や
顔
真
卿
の
書
風
が
窺

え
、
中
国
書
道
史
に
お
い
て
著
名
な
人
物
達
の
書
に
触
れ
、
書
法
を
吸
収
し
て
き
た
こ

と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

《
離
洛
帖
》
は
、
大
宰
大
弐
に
任
ぜ
ら
れ
た
藤
原
左
理
が
九
州
へ
赴
任
す
る
途
中
、

藤
原
道
隆
へ
向
け
て
書
い
た
挨
拶
の
手
紙
で
あ
る
。
こ
の
名
称
も
、
冒
頭
の
「
離
洛
之

後
…
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
書
体
は
草
書
で
自
由
自
在
に
筆
を
操
り
、
鋭
く
雄

渾
な
筆
勢
が
魅
力
で
あ
る
。
藤
原
佐
理
の
活
躍
し
た
平
安
時
代
中
期
は
、
遣
唐
使
の
廃

止
に
よ
り
日
本
独
自
の
文
化
が
開
花
し
た
国
風
文
化
に
あ
た
る
。
平
安
時
代
初
期
の
唐

の
書
法
を
基
盤
と
し
た
空
海
等
の
書
か
ら
、
よ
り
日
本
的
な
個
性
が
強
ま
っ
た
和
様
の

書
が
確
立
し
た
こ
と
が
《
離
洛
帖
》
等
か
ら
散
見
で
き
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
国
や
時
代
を
代
表
す
る
名
筆
を
見
る
と
、
文
章
の
内
容
や
書
風
か
ら
人
々

の
関
係
や
文
化
の
交
流
、
変
容
が
辿
れ
る
。

�

（
増
田　

桃
子
）

　
　
　
　

（
４
）
良
寛
の
手
紙

　

良
寛
の
書
跡
中
、
手
紙
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
ま
ず
交
友
者
の
範
囲
を
宛
名
か

ら
把
握
出
来
る
。
今
日
内
容
の
伝
わ
る
も
の
は
凡
そ
三
百
通
前
後
。
女
・
子
ど
も
宛
は

皆
無
に
等
し
い
。
庄
屋
・
商
家
・
医
家
・
親
戚
・
趣
味
家
宛
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　

元
々
手
紙
は
読
後
破
棄
さ
れ
て
仕
方
な
い
。
受
け
取
る
側
の
意
識
に
よ
っ
て
、
保
存

さ
れ
る
か
運
命
が
決
ま
る
。

　

次
に
書
き
ぶ
り
だ
が
、
比
較
的
短
文
で
、
小
紙
面
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
悠
々

と
し
た
配
字
に
ま
と
め
る
。
条
幅
作
同
様
、
く
ず
し
字
の
進
ん
だ
個
性
的
な
書
だ
が
、

宛
名
の
人
々
は
読
み
慣
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
五
合
庵
時
代
に
草
書
は
懐
素
の
自
叙

帖
、
仮
名
は
秋
萩
帖
、
楷
書
は
瘞
鶴
銘
を
手
習
い
の
対
象
に
し
た
と
記
す
古
い
文
献
が

残
る
。
そ
の
通
り
仮
名
は
、
手
本
と
し
た
拓
本
冊
子
に
刻
ま
れ
る
秋
萩
帖
の
精
習
の
跡

が
色
濃
く
、
島
崎
に
住
む
最
晩
年
の
手
紙
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な

い
。
そ
し
て
こ
の
仮
名
書
き
の
風
趣
は
、
和
歌
を
認
め
る
際
の
表
現
と
同
じ
で
あ
る
。
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三

普
段
着
も
文
芸
の
嗜
み
も
区
別
が
な
い
。

　

手
紙
の
内
容
は
、
諸
々
を
頂
戴
し
た
こ
と
へ
の
礼
状
、
中
に
無
心
し
た
姿
も
頻
繁
に

窺
え
る
。
修
行
の
面
で
は
、
貴
重
な
文
献
書
籍
借
覧
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
、
何
を

手
に
し
た
の
か
古
典
の
範
囲
が
判
明
す
る
貴
重
な
記
述
が
読
め
る
。
自
詠
の
詩
歌
と
共

に
、
手
紙
文
が
伝
わ
っ
た
お
陰
で
、
良
寛
の
実
像
の
一
端
が
追
究
可
能
に
な
る
と
い
っ

て
よ
い
。

　

手
紙
の
鑑
賞
及
び
分
析
に
関
し
て
は
、

〇
『
良
寛
の
書
簡
』
（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
刊
）

〇
『
定
本　

良
寛
全
集
』
（
第
三
巻　

中
央
公
論
新
社
刊
）

が
参
考
書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

　
　
　
　

（
５
）
會
津
八
一
の
手
紙

　

早
稲
田
大
学
卒
業
直
後
か
ら
最
晩
年
、
新
潟
市
南
浜
通
り
時
代
の
も
の
ま
で
、
封
書

葉
書
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
発
信
し
た
痕
跡
が
、
幾
種
も
の
参
考
文
献
に
よ
っ
て
窺
え

る
。
英
文
学
者
と
し
て
出
発
し
、
専
門
を
東
洋
美
術
史
に
選
ん
だ
彼
だ
が
、
論
文
数

は
少
な
い
。
そ
れ
に
代
替
す
る
と
思
わ
れ
る
長
短
の
手
紙
が
豊
富
に
伝
わ
り
、
八
一
に

と
っ
て
学
問
が
机
上
の
学
者
間
、
論
文
発
表
の
形
式
よ
り
も
、
直
接
一
般
に
主
張
を

伝
え
る
こ
と
の
方
が
意
義
の
あ
る
研
究
成
果
の
示
し
方
と
捉
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
従
っ
て
受
取
人
・
宛
名
に
各
界
の
一
流
人
が
多
く
、
短
期
間
で
手
紙
の
往
来
を
交

わ
し
、
言
論
に
努
め
て
い
る
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

　

一
方
い
う
ま
で
も
な
く
、
今
日
文
人
の
書
の
代
表
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
筆
跡
だ

が
、
感
情
の
起
伏
に
起
因
す
る
文
、
書
一
致
の
表
記
は
読
み
物
と
し
て
、
か
つ
芸
術
品

と
し
て
鑑
賞
の
対
象
と
さ
れ
、
中
で
も
条
幅
に
み
ら
れ
な
い
万
年
筆
・
ペ
ン
字
の
自
由

闊
達
な
書
き
ぶ
り
は
見
逃
せ
な
い
。

　

『
會
津
八
一
の
絵
手
紙
』
（
小
池
邦
雄
編
・
二
玄
社
刊
）
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
時

代
に
つ
い
て
は
、
早
い
も
の
で
は
明
治
四
十
一
年
六
月
五
日
付
・
桜
井
隆
政
宛
を
収

録
。
本
文
は
朱
塗
の
菩
薩
像
を
中
央
に
描
き
、
余
白
に
経
文
を
禿
筆
で
墨
書
す
る
。

「
八
朔
恭
敬
謹
奉
写
」
の
署
名
下
に
は
「
北
人
」
（
朱
文
印
）
を
押
印
。
こ
の
面
の
み

を
み
て
充
分
、
八
一
の
自
画
讃
作
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

宛
名
面
は
郵
便
法
上
、
半
分
を
用
件
の
記
述
に
当
て
ら
れ
る
。
速
書
の
ペ
ン
字
に

よ
っ
て
中
央
よ
り
や
や
下
部
に
横
線
を
引
き
、
「
国
坊
が
い
ふ
こ
と
を
き
か
ぬ
と
き
に

こ
れ
を
御
見
せ
被
下
度
候
。
ア
ル
バ
ム
の
第
一
頁
へ
御
入
れ
お
き
被
下
候
は
ば
、
当
世

向
き
の
人
は
さ
ぞ
ビ
ッ
ク
リ
可
致
候
」
と
綴
る
。
こ
れ
で
終
わ
り
と
せ
ず
縦
書
き
か
ら

横
書
き
に
書
式
を
変
え
、
僅
か
な
行
末
余
白
に
「
問
題　

こ
の
絵
は
何
画
に
し
て
何
流

に
属
す
る
や
」
と
、
当
時
画
壇
が
日
本
画
と
西
洋
画
と
で
反
目
、
か
つ
各
々
の
分
野
に

お
け
る
派
閥
争
い
が
顕
著
だ
っ
た
折
、
八
一
は
他
者
に
迎
合
し
な
い
自
己
流
を
目
指
す

こ
と
を
滲
ま
せ
る
。

　

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
差
出
人
署
名
は
、
マ
ル
に
「
朔
」
字
を
付
し
、
先
の
押
印
を
書

き
印
に
見
立
て
て
い
る
。
「
朔
」
字
は
一
日
の
意
、
八
一
は
八
月
一
日
生
ま
れ
で
あ
っ

た
。

　

同
じ
く
桜
井
氏
宛
（
明
治
四
十
一
年
七
月
二
十
五
日
付
葉
書
）
で
は
、
本
文
に
墨
書

で
ダ
イ
ヤ
状
の
枠
を
軽
快
に
引
き
、
中
に
人
物
の
顔
を
描
く
。
右
上
に
は
、
た
だ
一
言

「
わ
か
っ
た
ぞ
」
。
こ
の
一
言
に
よ
っ
て
人
相
に
窺
う
微
笑
が
し
た
り
顔
、
得
意
に
な

る
一
瞬
の
表
情
を
活
写
し
て
い
る
の
に
気
付
く
。

　

同
氏
宛
（
大
正
十
五
年
四
月
九
日
付
葉
書
）
に
は
宛
名
を
流
麗
、
墨
痕
淋
漓
に
認

め
、
本
文
に
は
、
そ
の
大
ら
か
な
運
筆
と
同
趣
の
筆
緻
で
、
水
藻
の
中
を
泳
ぐ
二
匹
の

金
魚
を
墨
書
。
上
方
に
は
「
如
魚
在
水
」
署
名
を
右
脇
に
「
秋
艸
朔
」
、
自
署
下
部

に
朱
文
印
一
顆
を
押
す
。
早
手
業
に
な
る
が
粗
雑
に
映
ら
ず
、
奔
放
な
表
現
と
評
し
た

い
。
今
日
よ
り
ひ
と
回
り
も
小
さ
な
葉
書
の
紙
面
が
、
逆
に
大
き
く
み
て
取
れ
る
。
こ

の
頃
、
早
稲
田
中
学
校
を
辞
任
し
た
り
早
稲
田
大
学
文
学
部
の
講
師
に
就
任
し
た
り
、

身
辺
多
忙
な
折
、
自
身
の
処
世
術
に
つ
い
て
抱
負
を
か
よ
う
に
水
魚
に
表
出
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

別
人
・
今
井
安
太
郎
宛
（
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
一
日
付
葉
書
）
に
は
、
紙
面
を
横

に
し
て
、
た
づ
な
を
操
作
し
て
疾
走
す
る
馬
上
人
物
を
墨
書
、
上
方
に
「
鞍
上
有
清

風
」
、
左
下
に
「
秋
艸
堂
」
（
白
文
印
）
を
押
印
、
一
点
の
朱
色
を
添
え
る
こ
と
で
水

墨
画
に
彩
り
、
潤
い
を
加
味
し
、
画
面
全
体
を
引
き
締
め
て
い
る
。
「
あ
ぶ
み
の
上
に

は
清
ら
か
な
風
が
吹
い
て
い
る
」
の
意
を
示
す
賛
文
と
、
ま
さ
に
一
致
し
た
人
馬
図
。

五
文
字
の
各
表
情
結
体
は
、
八
一
の
条
幅
作
に
み
る
字
形
と
同
じ
で
、
構
え
て
個
展
に

出
品
す
る
制
作
品
も
実
用
の
書
も
表
裏
な
く
、
自
分
の
表
現
を
樹
立
し
て
ゆ
く
様
が
看
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取
さ
れ
る
。
良
寛
と
同
様
の
姿
で
あ
る
。

　

小
杉
放
庵
宛
（
昭
和
二
十
六
年
三
月
十
七
日
付
葉
書
）
は
表
裏
毛
筆
。
本
文
左
に

大
き
な
白
菊
を
毛
の
穂
先
で
花
弁
、
腹
の
部
分
で
葉
を
筆
圧
を
加
え
て
描
出
。
右
に

「
小
生
は
二
十
六
日
上
越
急
行
に
て
上
京
。
二
十
七
日
午
前
か
ら
壷
中
居
へ
ま
ゐ
る
べ

く
候
」
と
五
行
で
用
件
を
認
め
る
。
今
な
ら
ば
皆
が
メ
ー
ル
で
済
ま
せ
る
文
面
に
、

凝
っ
た
画
を
添
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
、
こ
の
菊
画
を
描
く
こ
と
を
自
娯
と

し
て
、
序
に
文
面
が
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
、
冒
頭
論
文
代
わ
り
の
手
紙
と

指
摘
し
た
の
と
同
様
、
八
一
の
絵
手
紙
は
画
作
代
わ
り
の
手
紙
と
換
言
出
来
そ
う
で
あ

る
。
左
下
に
は
画
面
を
締
め
く
く
る
「
秋
艸
道
人
」
（
白
文
印
）
を
一
顆
押
す
。

　

論
文
代
わ
り
の
記
録
と
い
っ
た
が
、
そ
の
一
例
が
宮
川
寅
男
宛
（
昭
和
三
十
年
十
一

月
十
六
日
付
葉
書
）
で
、
両
面
ペ
ン
字
に
よ
る
。
瓦
の
形
状
二
体
を
描
き
、
各
々
の
名

称
に
朱
で
×
印
を
付
け
否
定
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
宮
川
氏
の
著
述
中
こ
の
よ
う

な
図
解
名
称
表
示
が
あ
っ
た
も
の
を
、
師
と
し
て
八
一
が
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

「
こ
れ
ら
の
名
称
は
、
全
部
あ
や
ま
り
居
れ
り
。
か
か
る
通
俗
書
の
誤
謬
を
訂
正
せ

ん
が
た
め
に
『
古
瓦
名
称
考
』
を
公
表
し
お
き
た
る
に
、
予
の
学
徒
と
公
称
す
る
人
に

し
て
、
ま
る
で
こ
れ
を
読
み
居
ら
ざ
る
は
驚
く
べ
き
大
失
態
な
り
。
…
学
問
と
骨
董
店

の
常
識
と
異
な
る
所
以
こ
こ
に
あ
り
。
」
と
手
厳
し
い
一
語
で
ま
と
め
る
が
、
文
は
人

な
り
、
八
一
の
学
究
家
た
る
姿
勢
が
こ
の
よ
う
な
実
用
書
の
一
枚
に
拾
遺
さ
れ
る
。

　

な
お
引
用
し
た
宛
先
人
に
つ
い
て
だ
が
、
桜
井
政
隆
（
一
八
七
九
～
一
九
三
三
）
は

新
潟
中
学
校
時
代
か
ら
の
八
一
の
知
己
で
、
八
一
の
妹
と
結
婚
し
た
ド
イ
ツ
文
学
者
。

今
井
安
太
郎
（
一
八
八
七
～
一
九
六
五
）
は
早
稲
田
大
学
で
の
八
一
の
後
輩
、
教
育

者
。
小
杉
放
庵
（
一
八
八
一
～
一
九
六
四
）
は
画
家
で
、
随
筆
著
述
も
多
い
。
宮
川
寅

雄
（
一
九
〇
八
～
一
九
八
四
）
は
早
稲
田
大
学
ま
で
の
八
一
の
教
え
子
で
、
美
術
史

家
。

　

世
に
何
通
発
信
さ
れ
た
か
想
像
の
つ
か
な
い
、
膨
大
な
量
か
ら
厳
選
さ
れ
た
本
書
収

録
絵
手
紙
は
、
各
々
八
一
の
日
常
の
ひ
と
コ
マ
の
切
り
取
り
を
示
し
て
く
れ
る
。
改
め

て
手
紙
が
平
常
の
実
用
品
で
あ
る
こ
と
、
時
々
の
思
想
、
信
条
、
教
育
の
有
様
を
浮
彫

り
に
し
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
慨
を
抱
く
。

①
詩
（
言
葉
）
書
画
一
致

②
東
洋
美
術
の
粋
・
印
芸
術
へ
の
こ
だ
わ
り

③
東
洋
美
術
史
家
と
し
て
の
専
門
性

以
上
の
点
が
、
八
一
絵
手
紙
に
鑑
賞
出
来
る
。

　
　
　
　

（
６
）
今
川
魚
心
子

　

本
名
文
暁
、
幼
名
は
喜
代
之
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
月
十
六
日
、
市
川

文
二
、
イ
ト
の
三
男
と
し
て
加
茂
に
生
ま
れ
る
。
大
正
六
年
、
十
二
歳
で
新
潟
市
宗
現

寺
乙
川
文
獅
老
師
の
下
、
得
度
。
次
い
で
二
松
学
舎
普
通
科
に
学
び
、
後
再
び
宗
現
寺

で
修
行
。
昭
和
十
一
年
、
父
方
祖
母
の
実
家
を
継
ぎ
今
川
姓
と
な
る
。
昭
和
二
十
年
、

四
十
歳
で
宝
来
寺
住
職
と
な
り
、
以
降
こ
の
地
で
志
功
、
磯
野
霊
山
等
来
遊
の
文
人
と

交
わ
り
を
結
び
つ
つ
、
文
墨
に
親
し
む
。
昭
和
五
十
九
年
九
月
十
九
日
、
新
潟
市
に
て

逝
去
、
享
年
八
十
。

　

生
前
、
和
尚
の
徳
望
を
慕
い
、
周
囲
が
幾
度
か
書
画
展
を
企
画
し
た
。
『
魚
心
子
和

尚
か
ら
の
絵
は
が
き
』
（
昭
和
六
十
一
・
小
林
智
明
編
・
考
古
堂
刊
）
は
表
題
の
通

り
、
絵
入
り
は
が
き
二
五
八
点
を
収
め
る
。
こ
れ
は
、
断
簡
零
墨
た
り
と
い
え
ど
も
魚

心
子
の
書
が
、
与
え
ら
れ
た
者
に
と
っ
て
大
切
に
さ
れ
た
証
左
で
あ
る
。
墨
色
が
精
彩

を
放
ち
、
即
興
で
絵
に
入
れ
ら
れ
た
古
今
の
漢
詩
和
歌
や
、
そ
れ
ら
を
機
知
に
富
む
発

想
で
言
い
換
え
た
も
の
、
ま
た
積
雪
丈
余
に
及
ぶ
、
会
津
と
の
国
境
沿
い
に
あ
る
奥
阿

賀
の
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
か
ら
絞
り
出
さ
れ
た
、
人
間
味
溢
れ
る
文
辞
が
興
味
を
そ

そ
る
。
実
用
品
で
芸
術
で
も
あ
り
、
和
尚
の
分
身
と
い
え
る
。

　

書
簡
集
は
そ
も
そ
も
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
大
和
百
貨
店
五

階
文
化
サ
ロ
ン
に
お
け
る
「
魚
心
子
和
尚
の
は
が
き
展
」
出
品
作
よ
り
選
出
し
た
葉
書

を
収
め
、
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
六
十
一
年
十
二
月
九
日
よ
り
十
二
月
十
四
日
ま

で
新
潟
市
美
術
館
に
て
行
わ
れ
た
「
三
回
忌
記
念
魚
心
子
和
尚
遺
墨
展
」
に
あ
わ
せ
て

刊
行
さ
れ
た
経
緯
を
も
つ
。

　

本
の
巻
頭
に
あ
る
「
魚
心
子
和
尚
か
ら
の
絵
は
が
き　

序
」
（
小
林
智
明
氏
記
）
に

は
、
人
と
な
り
や
人
々
と
の
交
流
の
有
様
が
端
的
に
綴
ら
れ
、
参
考
に
資
す
べ
き
文
で

あ
る
。
大
方
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
。

　

檀
家
の
数
が
絶
対
的
に
少
な
い
、
越
後
と
会
津
に
界
す
る
辺
境
の
、
経
営
的
に
は
成
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五

り
立
ち
そ
う
も
な
い
山
寺
で
、
妻
子
を
抱
え
た
一
人
の
人
間
と
し
て
の
僧
が
如
何
に
真

摯
に
厳
し
い
自
然
に
溶
け
込
み
、
如
何
に
懸
命
に
人
の
世
の
生
に
共
感
し
、
ま
た
情
愛

や
友
情
と
い
っ
た
も
の
を
育
て
た
か
、
そ
れ
ら
を
こ
の
絵
は
が
き
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
故
に
こ
そ
一
片
の
は
が
き
な
が
ら
、
常
に
頂
い
た
人
々
が
宝
物
の
よ
う
に
長
い

年
月
保
存
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
書
簡
集
が
作
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
後
更
に
多
く
の
有
縁
を
生
む
結
果
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
申
し
添
え
た
い
の
は
、
人
並
み
は
ず
れ
た
レ
タ
ー
ラ
イ
タ
ー
で
あ
り
ま
し

た
魚
心
子
和
尚
の
書
簡
集
と
し
て
は
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
数
多
く
の
絵
入
は
が
き
の
中
か
ら
、
こ
の
二
百
五
十
八
葉
を
収
載
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
、
こ
れ
の
何
倍
、
何
十
倍
も
の
は
が
き
や
封
書
の
素
晴
ら
し

い
書
簡
が
、
こ
の
世
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
在
し
て
、
人
々
の
心
に
限
り
な
い
安
ら
ぎ

や
、
お
か
し
さ
や
、
優
し
さ
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

編
纂
の
間
に
ふ
っ
と
思
い
出
し
た
こ
と
は
、
「
毎
日
郵
便
受
を
明
け
に
行
く
時
は
、

何
と
も
い
え
な
い
期
待
と
楽
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。
」
と
語
ら
れ
た
、
或
り
し
日
の
魚

心
子
和
尚
の
笑
顔
で
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
本
稿
に
未
発
表
分
を
含
む
魚
心
子
の
葉
書
の
文
面
を
紹
介
す
る
。
小
林
氏
の

記
述
通
り
、
優
し
い
人
物
と
ユ
ー
モ
ア
、
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
文
言
が
短
文
で
綴

ら
れ
て
い
る
。
良
寛
の
詩
歌
を
引
用
し
た
り
、
仏
典
の
一
節
を
抜
き
出
し
た
言
が
多

い
。

　

難
解
難
読
に
一
般
の
方
は
思
う
で
あ
ろ
う
そ
れ
を
魚
心
子
は
ご
丁
寧
に
読
み
方
や
意

味
を
付
記
し
て
発
信
し
て
お
り
、
他
者
に
は
な
い
気
遣
い
が
手
紙
全
体
に
に
じ
み
出
て

い
る
。

　

受
け
取
り
手
は
同
じ
東
蒲
原
郡
内
の
人
物
、
寶
来
寺
門
徒
、
総
代
を
務
め
た
武
藤
惣

一
宛
て
、
も
う
お
一
人
は
「
新
潟
拓
本
研
究
会
」
を
中
心
と
す
る
、
文
化
活
動
で
交
流

の
深
か
っ
た
玉
木
豚
春
宛
て
の
も
の
で
あ
る
。

葉
書　

表
面
ペ
ン
・
裏
面
墨
書　

昭
和
三
十
九
年
九
月
十
一
日　

玉
木
氏
宛

【
表
面
】

御
便
り
拝
受
、
秋
風
に
び
く
び
く
し
て
い
ま
す
。
本
御
配
慮
有
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
一
部
御
迷
惑
さ
ま
で
も
大
上
へ
御
送
り
願
い
た
く
、
記
念
と
し
て
と
書
添
え
て
下

さ
い
。
岐
阜
、
先
月
廿
八
日
、
三
，
六
五
〇
円
払
込
、
今
日
か
今
日
か
と
ま
っ
て
居
り

ま
す
。
十
一
、
二
日
弥
彦
、
十
二
日
夕
実
川
上
り
（
敬
老
会
）
十
三
日
、
豊
み
敬
老
会

と
佛
事
、
十
四
、
五
も
敬
老
会
、
十
七
、
八
、
湯
沢
温
泉
、
廿
日
廿
一
日
実
川
彼
岸

等
、
記
念
品
持
参
で
一
度
拝
参
、
今
日
庵
、
大
口
氏
と
御
一
緒
に
め
し
で
も
た
べ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
奥
川
帰
途
御
泊
御
ま
ち
い
た
し
ま
す
。

座
禅
用
ふ
と
ん
、
水
原
か
ら
送
る
筈
、
御
受
納
下
さ
い
（
記
念
品
）

【
裏
面
】

白
雲
西
又
東
〈
水
墨
蛙
図
〉

葉
書　

表
面
ペ
ン
・
裏
面
墨
書　

昭
和
四
十
年
十
月
六
日　

玉
木
氏
宛

【
表
面
】

春
に
は
春
の
山
の
幸
、
秋
に
は
秋
の
山
の
幸
、
都
は
な
れ
し
山
寺
に
こ
の
幸
あ
り
て
有

り
が
た
き
。
弥
平
四
郎
へ
舞
茸
狩
り
、
十
日
実
川
行
き
の
由
、
負
け
ま
し
た
〳
〵
。

十
一
月
三
日
か
ら
、
文
化
祭
、
実
川
を
重
点
的
に
、
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
写
真
ク
ラ
ブ

の
方
々
の
作
品
を
展
示
さ
せ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
会
長
さ
ん
に
話
し
て
み
て

下
さ
い
。
七
日
出
港
九
日
会
津
、
乱
筆
に
て

【
裏
面
】

山
僧
即
貧
僧
老
僧
即
盲
僧　

魚
心
子
〈
水
墨
和
尚
図
〉

葉
書　

墨
書　

昭
和
四
十
二
年
二
月
十
三
日　

武
藤
氏
宛

【
表
面
】

魚
心
子
酔
い
て
泥
魚
と
な
る　

御
礼
迄

【
裏
面
】

一
碗
破
孤
悶
二
碗
捜
枯
膓 

魚
心
子
〈
水
墨
茶
碗
図
〉

葉
書　

墨
書　

昭
和
四
十
四
年
一
月
十
五
日　

武
藤
氏
宛

【
表
面
】

十
二
日
御
芳
翰
拝
誦
御
原
志
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
寒
中
冷
汗
三
斗
の
思
い
で
す
。
近
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日
中
に
貴
意
に
添
え
た
く
存
じ
ま
す
。

【
裏
面
】

燈
火
数
添
油
未
厭
冬
夜
長　

魚
心
子
〈
水
墨
柚
子
図
〉

葉
書　

表
面
ペ
ン
・
裏
面
墨
書　

昭
和
四
十
五
年
二
月
九
日　

玉
木
氏
宛

【
表
面
】

八
日
午
後
帰
山
、
御
便
り
拝
調
、
鬼
カ
ク
、
全
快
玲
重
〝
医
者
い
ら
ず
門
外
不
出
で
風

な
お
り
〟
禅
の
友
は
小
生
す
で
に
払
込
み
、
贈
呈
の
も
の
、
何
れ
萬
々
。
そ
の
分
ど
こ

か
へ
廻
し
ま
す
。
杉
山
は
上
山
の
後
家
さ
ん
五
十
七
才
、
若
松
病
院
に
て
。
黒
井
氏

来
、
お
か
ま
い
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
石
六
へ
の
連
絡
有
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
を
待
つ
御
名
吟
、
御
観
案
の
鋭
さ
ま
す
ま
す
と
感
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
十
五
日
、

小
林
、
大
塚
氏
も
御
同
道
お
ま
ち
し
ま
す
。
黒
井
氏
、
洋
本
忘
れ
「
黒
い
こ
う
も
り
ど

こ
さ
ゆ
く
、
わ
た
し
ゃ
か
め
だ
の
イ
シ
ャ
ど
ん
へ
」

【
裏
面
】

い
か
な
る
前
世
の
縁
あ
り
や　

た
が
い
に
す
っ
た
り
す
ら
れ
た
り　

魚
心
子
〈
水
墨
擂

鉢
図
〉

葉
書　

墨
書　

昭
和
四
十
五
年
二
月
十
三
日　

玉
木
氏
宛

【
表
面
】

大
法
輪
有
り
が
た
く
御
供
養
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
十
五
日
五
十
嵐
様
御
出
で
の
由
、
よ

ろ
し
く
、
受
験
合
格
念
じ
て
居
り
ま
す
。
今
日
玉
木
満
江
氏
妻
女
、
七
十
二
の
式
で
し

た
。
門
外
不
出
の
句
お
も
し
ろ
く
拝
見
し
ま
し
た
。
御
礼
迄

【
裏
面
】

や
あ
い
た
わ
〳
〵
俺
の
仲
間
は
み
な
地
獄　

魚
心
子
〈
水
墨
和
尚
図
〉

葉
書　

ペ
ン
書　

昭
和
五
十
年
七
月
二
十
五
日　

玉
木
氏
宛

【
表
面
】

〝
露
堂
々
〟
と
生
き
る
こ
と
は
自
己
を
い
つ
わ
る
こ
と
な
く
千
錬
鍛
治
せ
ね
ば
中
々
こ

の
境
地
に
至
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
春
来
れ
ば
百
花
ら
ん
ま
ん
、
秋
来
れ
ば
千

山
紅
葉
、
明
歴
々
た
る
も
の
は
、
私
た
ち
の
教
え
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
余
計
な
こ
と

を
か
き
ま
し
た
。

【
裏
面
】

明
歴
々
露
堂
々

明
ら
か
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
少
し
も
か
く
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
一
般
に
真

理
は
高
尚
深
遠
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る
が
実
は
そ
れ
は

〝
明
歴
々
露
堂
々
た
る
も
の
だ
〟
〝
そ
れ
分
か
ら
な
い
の
は
、
こ
ち
ら
の
目
が
く
も
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
〟
〝
よ
く
み
れ
ば
な
づ
さ
花
さ
く
垣
根
か
な
〟
〝
裏
を
見
せ
表
を

見
せ
て
散
る
紅
葉
〟
〈
水
墨
壺
図
〉　

葉
書　

墨
書　

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
六
日　

武
藤
氏
宛

【
表
面
】

春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
涅
槃
会
、
塔
婆
共
養
た
し
か
に
頂
き
ま
し
た

（
一
五
〇
〇
円
）
御
厚
配
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
明
、
彼
岸
入
り
、
塔
婆
供
養

を
つ
と
め
て
だ
ん
ご
と
一
緒
に
お
送
り
申
し
上
げ
た
く
□
□
□
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
上

げ
ま
す
。
御
礼
迄

【
裏
面
】

明
月
梅
花
共
一
窓   

魚　

印
刷
紅
梅
絵
図

葉
書　

表
面
ペ
ン
・
裏
面
墨
書　

昭
和
四
十
八
年
一
月
二
十
四
日　

武
藤
氏
宛

【
表
面
】

珍
し
い
春
日
和
が
つ
づ
き
ま
す
。
よ
す
ぎ
て
も
、
わ
る
す
ぎ
て
も
不
安
が
つ
き
ま
と
い

ま
す
。
尊
翰
拝
承
。
三
日
、
初
午
に
拝
受
致
し
ま
す
。
御
大
切
に
遊
ば
し
て
下
さ
い
。

小
生
や
や
好
調
で
す
。
御
返
信
ま
で
。
百
万
べ
ん
御
届
け
し
ま
す
。

【
裏
面
】

立
春
大
吉　

魚
心
子
〈
水
墨
だ
る
ま
図
〉

葉
書　

墨
書　

八
月
二
十
五
日
（
年
不
詳
）　

武
藤
氏
宛

【
表
面
】

芳
翰
並
び
御
志
納
拝
受
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
残
暑
の
砌
、
御
清
安
を
念
じ
ま
す
。
持
病

や
や
治
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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【
裏
面
】

閑
雲
独
去
孤
月
円　

魚
心
子
〈
水
墨
満
月
図
〉

�

（
岡
村
・
太
田
・
増
田
）

　
　
　

三
、
言
語
と
共
に
あ
る
書
と
絵
画

　

先
人
の
所
業
と
現
在
と
を
比
べ
て
み
る
。
今
日
「
絵
手
紙
」
を
愛
好
す
る
人
口
は
少

な
く
な
い
。
手
軽
、
手
頃
な
空
間
に
鑑
賞
対
象
と
し
て
展
示
す
る
例
を
多
く
み
る
。
文

字
だ
け
の
手
紙
の
展
示
は
ま
ず
な
い
の
で
、
絵
が
付
い
た
お
か
げ
で
取
り
扱
い
が
変

わ
っ
て
、
親
し
み
が
持
て
る
対
象
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
各
所
で
、
た
く
さ
ん
通
覧
し

て
い
る
と
、
「
絵
手
紙
」
の
概
念
が
規
定
済
み
で
、
作
る
た
め
に
葉
書
を
用
い
て
い
る

よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
、
良
寛
や
八
一
の
よ
う
な
個
人
の
趣
味
性
は
失
わ
れ
て
い
る
。
詩

書
画
に
一
定
水
準
の
力
量
や
見
識
を
有
す
る
人
物
が
、
当
意
即
妙
に
発
信
し
た
味
わ
い

と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
て
、
皮
肉
に
も
書
展
に
足
を
運
ん
で
皆
同
じ
も
の
に
映
っ

て
し
ま
う
の
と
同
様
の
問
題
点
が
あ
る
。
一
見
表
現
が
一
律
な
の
で
、
あ
と
は
文
面
、

文
体
の
違
い
が
あ
る
か
な
の
だ
が
、
余
白
を
窮
屈
に
埋
め
た
文
も
書
も
、
や
は
り
画
一

的
な
も
の
が
目
立
ち
、
つ
ま
り
、
習
い
事
に
陥
り
か
け
て
い
る
。

　

も
う
一
度
、
先
人
の
書
業
を
振
り
返
る
。
良
寛
の
手
紙
に
も
、
絵
の
入
っ
た
も
の
が

あ
る
。
図
解
を
し
た
も
の
で
、
最
初
か
ら
絵
手
紙
を
書
く
つ
も
り
の
揮
毫
で
は
な
く
、

相
手
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
添
え
た
例
で
あ
る
。

　

八
一
は
早
い
頃
、
俳
諧
の
研
究
を
志
し
た
こ
と
が
あ
り
、
先
人
の
俳
画
に
親
し
ん
で

い
た
し
、
諸
方
面
に
わ
た
る
読
書
で
培
っ
た
「
書
巻
の
気
」
が
、
如
何
な
る
業
績
の
土

台
に
も
効
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
ま
た
『
會
津
八
一
の
洋
画
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版

刊
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
壮
年
期
周
囲
の
画
家
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
本
格

派
の
油
絵
を
制
作
し
て
い
る
程
、
文
芸
へ
の
好
奇
心
を
広
く
有
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
八
一
の
手
紙
に
窺
う
画
作
は
、
よ
い
意
味
で
余
技
で
あ
り
つ
つ
、
そ
れ
自

体
制
作
意
欲
の
高
ま
り
で
描
か
れ
た
絵
画
作
で
あ
り
、
一
見
粗
画
に
映
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
省
画
を
こ
こ
ろ
え
た
人
の
業
で
あ
り
、
そ
の
殆
ど
に
押
印
ま
で
施
し
一
枚
を
差

し
出
す
の
に
、
芸
術
家
と
し
て
隙
が
な
い
姿
勢
を
み
せ
る
。
そ
し
て
時
に
は
文
の
脇
役

と
な
り
、
画
讃
同
様
文
意
の
補
完
者
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

良
寛
、
八
一
に
続
き
三
人
目
に
紹
介
し
た
今
川
魚
心
子
。
先
の
二
人
程
、
知
名
度
は

高
く
な
い
が
、
詩
書
画
一
致
の
面
と
、
山
深
き
寒
村
に
居
住
す
る
環
境
に
身
を
置
く
こ

と
で
磨
か
れ
た
人
格
が
相
ま
っ
て
、
非
凡
な
文
芸
を
残
し
た
。
魚
心
子
の
場
合
、
昭
和

四
、
五
年
に
来
越
し
た
画
人
・
磯
野
霊
山
か
ら
直
接
水
墨
画
を
学
び
、
淡
墨
、
発
墨
の

美
し
い
絵
手
紙
を
大
量
に
発
信
し
た
。
そ
の
受
取
人
が
魚
心
子
を
敬
愛
し
、
和
尚
の
分

身
の
如
く
小
さ
な
絵
葉
書
を
大
切
に
保
管
し
た
。
範
囲
は
東
蒲
原
郡
に
限
ら
な
い
。

　　
　
　

四
、
教
育
活
動
と
重
ね
て

　

今
日
、
芸
術
発
表
の
舞
台
お
よ
び
学
校
教
育
の
場
面
で
も
、
書
く
こ
と
と
描
く
こ
と
、

ま
た
文
を
作
る
こ
と
が
全
く
別
作
業
に
な
っ
て
久
し
い
。
例
え
ば
、「
図
画
工
作
」（
三
、

四
年
下　

日
本
文
教
出
版
）
教
科
書
を
開
く
と
、「
絵
と
言
葉
で
表
そ
う
」
と
あ
る
単

元
を
見
出
し
た
。
続
い
て
、「
自
分
が
考
え
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。
絵
と
言
葉
を
ひ
び
き
合
わ
せ
て
、
自
分
が
感
じ

た
こ
と
や
、
つ
く
っ
た
物
語
な
ど
、
つ
た
え
た
い
こ
と
を
表
わ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。」

と
記
す
。
絵
と
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
だ
が
、
言
葉
を
主
体
的
に
生
み
出
し
、
書
く
。
絵

と
書
と
の
組
み
合
わ
せ
で
も
あ
る
。
筆
者
は
毎
年
新
潟
市
関
屋
地
区
公
民
館
で
小
学
生

を
対
象
に
「
文
字
と
書
道
に
親
し
も
う
」
講
座
を
出
前
講
義
と
し
て
開
講
し
て
い
る
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
宛
名
書
き
も
含
め
葉
書
に
便
り
を
書
く
練
習
、
そ
こ
に
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

で
彩
色
画
を
付
記
す
る
学
び
の
ひ
と
コ
マ
を
設
け
て
い
る
が
、
絵
を
付
け
て
も
よ
い
と

子
ど
も
達
に
伝
え
る
と
、
一
層
目
を
輝
か
せ
て
手
が
動
き
始
め
る
。

試
み
に
新
潟
大
学
教
育
学
部
中
学
校
国
語
科
書
写
受
講
生
を
対
象
に
、
手
紙
に
関
わ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
み
た
。
項
目
と
そ
の
内
容
を
簡
単
に
分
析
し
て
み
る
。

①
一
年
に
何
回
葉
書
を
出
し
ま
す
か
。

０
回
・
・
・
４
人　

１
～
10
回
・
・
・
２
６
人　

１
１
回
以
上
・
・
・
１
人

②
一
年
に
何
回
封
書
を
出
し
ま
す
か
。

０
回
・
・
・
４
人　

１
～
10
回
・
・
・
２
６
人　

１
１
回
以
上
・
・
・
１
人

③
も
ら
っ
た
手
紙
で
一
番
心
に
残
る
も
の
は
誰
か
ら
の
ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

家
族
や
先
生
か
ら
の
お
祝
い
や
励
ま
し
の
手
紙
。
友
人
か
ら
の
誕
生
日
の
お
祝
い
。
画

家
や
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
手
紙
。
先
生
や
先
輩
後
輩
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
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ジ
。

④
自
分
が
出
し
た
手
紙
で
一
番
心
に
残
る
も
の
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

家
族
や
先
生
へ
の
感
謝
の
手
紙
。
友
人
へ
の
誕
生
日
の
お
祝
い
。
画
家
や
好
き
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
へ
の
手
紙
。
年
賀
状
。

⑤
絵
手
紙
に
つ
い
て
自
由
な
感
想
を
。

絵
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
た
目
も
華
や
か
に
な
り
季
節
感
が
感
じ
ら
れ

る
。
文
章
で
は
伝
わ
ら
な
い
表
現
が
で
出
来
、
よ
り
感
情
が
伝
わ
り
や
す
い
。
年
齢
や

書
の
経
験
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
、
日
常
の
中
の
書
で
あ
る
。
簡
単
な
よ
う
に
見
え
て

難
し
く
、
心
遣
い
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
総
合
的
に
ま
と
め
て
み
る
。
予
想
通
り
発
信
数
は
乏
し
い
、

し
か
し
そ
の
数
の
割
合
に
記
述
式
の
文
章
に
み
ら
れ
た
心
に
残
る
手
紙
の
文
面
は
、
印

象
的
で
か
つ
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
け
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
背
景
に
、
文
面
を
読
む
行

為
と
共
に
、
相
手
の
手
書
き
に
触
れ
る
こ
と
で
発
信
者
を
身
近
に
思
う
念
が
強
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

今
日
、
他
の
媒
体
手
段
の
利
便
性
に
つ
い
押
さ
れ
て
手
紙
を
発
信
す
る
こ
と
の
習
慣

化
は
難
し
い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
手
紙
な
ら
で
は
の
交
信
の
効
果
が
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
手
紙
を
書
き
ま
と
め
る
行
為
を
少
し
で
も
身
近
に
構
え
な
い
も
の
と

し
て
実
践
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
が
、
絵
手
紙
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
大
学
生
に
聞
い
て
も
、
手
紙
を
出
す
行
為
自
体
は
大
切
で
あ
る
と
の
認
識
を

し
つ
つ
、
一
方
そ
の
実
践
は
く
ら
し
に
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
メ
ー
ル
等
代
わ
り
が
あ
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
書
き
方
を
教
え
て
も
ら
う
時
間
が
教
育
機
関
で
な
い
こ

と
も
、
ま
た
書
か
な
い
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
国
語
科
書
写
の
教
科
書
に
は
、
は
が
き
と
便
箋
封
書
共
に
正
し
い
書
式
が
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
半
紙
に
毛
筆
の
練
習
を
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
こ
の
毛
筆
の
日

常
へ
の
活
用
の
た
め
、
本
来
学
ぶ
べ
き
手
紙
の
書
き
方
が
完
全
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

文
中
、
先
人
の
手
紙
を
鑑
賞
し
て
き
た
通
り
、
手
紙
に
お
け
る
佳
書
は
、
も
ち
ろ
ん

書
き
ぶ
り
自
体
が
達
筆
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
第
一
に
「
達
意
の
文
」
、
即

ち
つ
む
ぎ
出
さ
れ
た
言
葉
遣
い
の
方
を
重
視
し
た
い
。
簡
潔
な
良
寛
の
手
紙
文
は
、
読

ん
で
あ
と
味
が
よ
い
。
感
情
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
出
し
た
八
一
の
手
紙
は
、
彼
の
哲
学

が
そ
こ
に
あ
り
、
ま
た
読
み
物
と
し
て
大
い
に
人
を
堪
能
さ
せ
る
。

　

さ
ら
に
両
者
の
手
紙
の
行
方
、
相
手
の
存
在
が
見
逃
せ
な
い
。
手
紙
文
化
は
、
交
わ

し
合
う
も
の
で
あ
る
。
教
養
・
人
格
・
経
験
の
面
で
つ
り
合
い
が
と
れ
る
人
々
が
、
二

大
文
人
の
周
辺
に
は
大
勢
い
た
の
だ
っ
た
。
発
信
し
な
い
者
の
手
元
に
は
当
然
来
信
は

な
い
。
ま
ず
学
生
に
は
身
近
な
人
、
家
族
に
出
す
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
薦
め
て
い
る
。

　

書
は
意
味
を
持
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
点
で
優
れ
、
絵
は
言
葉
を
持
た
な

い
。
書
は
記
号
を
書
く
約
束
が
あ
り
、
形
が
決
ま
っ
て
い
る
。
絵
は
自
由
に
筆
を
走
ら

せ
、
白
黒
の
世
界
と
違
い
、
彩
り
が
あ
る
。
一
方
書
に
は
濃
淡
・
余
白
の
世
界
が
あ
っ

て
、
古
来
墨
に
七
彩
あ
り
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
書
と
絵
画
に
は
、
多
岐
に
わ
た
る
相
関
性
が
あ
る
。
双
方
へ
の
興
味
を

有
す
る
人
物
の
育
成
は
簡
単
で
は
な
い
。
実
技
系
の
学
び
の
一
環
と
し
て
書
と
絵
画
と

が
あ
っ
て
、
自
ず
と
技
術
優
先
の
学
習
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
何
れ
も
生
活
に
用
い

る
こ
と
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
一
時
的
な
習
い
事
に
過
ぎ
ず
、
学
習
の
意
味
は
薄
れ
る

気
が
す
る
。
そ
こ
で
双
方
を
日
常
に
再
生
す
る
一
つ
の
手
懸
り
と
し
て
、
先
の
教
科
書

の
「
ふ
り
か
え
り
」
の
項
目
に
「
絵
と
言
葉
が
ひ
び
き
合
っ
て
い
る
か
な
」
と
あ
る
よ

う
に
、
「
言
葉
」
が
接
着
の
鍵
を
握
る
と
捉
え
る
。
「
書
」
を
「
言
葉
」
に
置
き
か
え

る
発
想
が
、
手
紙
文
化
に
お
い
て
は
可
能
に
な
る
。
自
分
が
考
え
た
こ
と
や
思
っ
た
こ

と
を
、
様
々
な
方
法
で
表
す
。
そ
の
方
法
の
一
つ
が
、
書
き
、
描
く
表
現
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
、
絵
と
言
葉
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
一
例
に
当
た
る
の

が
、
絵
手
紙
で
あ
る
。
紙
面
に
言
葉
・
書
・
絵
画
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
は
、
む
ろ
ん
芸

術
で
も
あ
り
、
実
用
品
に
も
な
る
。
構
え
な
い
会
話
記
録
の
一
つ
と
し
て
も
よ
い
。
文

を
読
み
字
の
個
性
と
絵
を
見
せ
合
い
、
お
互
い
の
気
持
ち
や
性
格
の
一
端
を
理
解
す

る
。
こ
の
視
点
で
国
語
科
・
美
術
科
教
育
の
一
コ
マ
に
絵
手
紙
の
教
材
化
が
あ
っ
て
よ

い
と
考
え
る
。

　

本
稿
は
新
潟
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
研
究

テ
ー
マ
を
、
受
講
生
と
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
受
講
生
の
担
当
箇
所
に
は
丸
括
弧
で

記
名
を
付
し
た
。
そ
れ
が
な
い
も
の
は
岡
村
の
記
述
に
よ
る
。

　

終
わ
り
に
、
手
紙
文
化
の
教
育
効
用
に
つ
い
て
受
講
生
が
簡
潔
に
ま
と
め
た
一
文
を

提
示
し
て
、
本
文
を
締
め
く
く
る
。
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連
絡
を
取
り
合
う
手
段
と
し
て
電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
現
代

で
は
、
生
活
の
中
で
絵
手
紙
を
見
る
機
会
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
文
字
を
手

書
き
す
る
機
会
は
少
な
く
、
社
会
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

文
字
を
書
く
事
か
ら
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
学
校
教
育
の
中
で
、
手
書
き
の
文
字
や
絵

の
魅
力
を
紹
介
し
鑑
賞
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
学
校
で
は
文
字
を
き
れ
い
に
書
く
よ
う
指
導
さ
れ
る
が
、
絵
手
紙
に
お

い
て
は
み
ん
な
一
様
で
は
な
く
、
一
人
一
人
個
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。
機
械
で

表
示
さ
れ
る
文
字
や
イ
ラ
ス
ト
と
、
人
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
字
や
挿
絵
に
は
ど

の
様
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
実
際
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
、
書
か
れ
た
も
の
を
手
に
と
っ

て
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
手
書
き
の
お
も
し
ろ
さ
や
温
か
み
を
感
じ
取
る
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
手
書
き
で
物
事
を
相
手
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
自

分
を
表
現
す
る
こ
と
へ
繋
が
る
こ
と
も
伝
え
た
い
。

　

�

（
太
田
）

　

今
日
、
相
手
に
文
章
と
し
て
相
手
に
伝
え
る
手
段
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
交

流
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
手
紙
に
比
べ
て
短
時
間
で
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
や
、
文
字
の
ス
タ
イ
ル
や
間
隔
が
統
一
さ
れ
て
い
る
た
め
、
読
み
や
す
い

こ
と
が
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
筆

者
の
個
性
を
味
わ
い
、
鑑
賞
す
る
要
素
は
薄
れ
て
し
ま
っ
た
他
、
自
動
変
換
の
機
能
の

発
展
に
よ
り
、
利
便
性
が
向
上
し
た
半
面
、
文
字
を
読
む
こ
と
は
出
来
て
も
、
正
し
く

書
く
力
は
弱
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

手
紙
を
書
く
際
に
は
、
体
裁
や
書
く
文
房
具
等
と
い
っ
た
様
々
な
選
択
肢
が
あ
り
、

字
形
や
用
い
る
語
句
な
ど
様
々
な
面
か
ら
、
書
き
手
の
個
性
が
反
映
さ
れ
る
。
つ
ま
り

手
書
き
の
手
紙
は
、
個
性
の
表
現
や
鑑
賞
を
行
う
身
近
な
手
段
と
い
っ
て
も
よ
い
。
さ

ら
に
先
に
触
れ
た
文
字
の
読
み
書
き
能
力
に
つ
い
て
も
、
向
上
さ
せ
る
一
つ
の
手
立
て

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
言
語
教
育
の
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
か
ら
、
手
紙
は
学
校
で
学
習
す
る
教
科
を
生
活
に
生
か
す
手
段
で
あ
る
と
と
も

に
、
多
様
な
表
現
や
文
化
に
触
れ
る
素
材
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

�
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田
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平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
、
新
潟
市
立
五
十
嵐
小
学
校
四
年
生
二
十
九
人
を
対
象

に
、
絵
葉
書
作
り
の
授
業
を
行
っ
た
。

　

二
時
間
か
け
て
水
彩
画
に
よ
る
植
物
の
描
写
の
の
ち
、
二
時
間
を
用
い
て
絵
に
合
致

す
る
こ
と
ば
を
添
え
、
も
う
一
面
宛
名
書
き
を
付
し
て
完
成
さ
せ
る
、
全
四
時
間
構
成

の
も
の
で
あ
る
。
絵
と
文
字
の
書
き
方
に
加
え
て
、
文
も
個
性
を
充
分
発
揮
す
る
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。
授
業
で
取
り
組
ん
だ
も
の
が
、
く
ら
し
の
中
で
実
際
に
使

用
出
来
る
の
が
、
本
時
の
学
び
の
特
色
で
あ
る
。
予
め
連
絡
帳
に
書
い
て
も
ら
っ
た
家

族
や
親
戚
、
友
達
の
住
所
・
氏
名
を
書
く
の
は
手
こ
ず
っ
た
も
の
の
、
日
頃
経
験
し
な

い
、
相
手
が
存
在
す
る
学
び
に
生
徒
は
生
き
生
き
と
し
た
表
情
を
見
せ
た
。
い
つ
も
は

国
語
と
図
画
工
作
と
で
、
別
々
に
学
ぶ
も
の
の
融
合
実
践
で
あ
る
。
学
習
を
支
え
る
教

師
の
側
に
手
紙
を
発
信
す
る
喜
び
や
関
心
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
る
こ

と
は
難
し
い
。

　

今
回
は
四
人
の
学
生
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、
個
別
指
導
の
補

助
に
当
た
ら
せ
た
。

図
一　

小
学
校
四
年
生
絵
手
紙
（
絵
葉
書
）
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